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山　本一　溝
　　　　　　　　　　　　　　　　（34）
　1933年7月18日，シカゴから走り食けた汽車が，朝9時頃，アリゾナの沙漠
を過ぎ，Canyon　Diabloの橋を渡って間もなく，車の窓から南方を眺めてみ
ると，ほビ豫期したあたりに有名なMeteor　Craterのプロフィルが地Zド線に見
えた．世界最大にして，唯一の此の大限星坑は，わざわざ下車して見に行く
償値あるものであるけれど，以前の時も，こんども，急ぐ族のため，どうす
ることも手順す，殆んと諦めてみたのだが，念願が通ったものか！？車窓：か
ら遠望し得たのは嬉しかった・詳しいことは篇眞やエ・・ガキで御字を蒙ると
して，わっか三四分闇の眺めを惜しみつN，見送つた．
　　　　　　　　　　　　　　　　（35）
　朝10時50分，右の窓にSan　Franciscoの高峰が見え始めたと思ふと「illもな
く，汽車はFlagstaff騨に着いた．匠ちに下車，　二三歩あるき出した時，氣
品ある一青年紳：七が　“Dr．　Yamamot（）ですか？”と，近づいて來た．言ふ
までもなく，かねて「し限してあったLOwell天文墓の一鉱員P氏であったの
で，好意を謝しつs，車にのせられて，町の郊外にあるL火星丘■上に連れ
て行かれる．十年前，カリフオニヤから東行の途中に此所へ下車した時には，
此の町はまだ全くの田合町で，予、⊃：．仁揚のあたりには服の汚れた勢働者やゴロ
ツキ連がうろつき，英子を恐れさせたものであるが，今はスツカリモグンな
町となって建築や衛路なども立派になってみる．そんなことをP君と語り々
々行くうちに天文墓に着いた．
　すぐ，毫長室に案内せられ．V．　M・Slipl｝er墓長と挨拶する．牽長とは去月
シカゴの學會で會っておいたので，一一■別以來，東部の族行の話など一一．通りし
た後，自分はし最近十年闇の天文憂の新しい構へや髪化など葬見したいもの
です■と言ふと，豪長は“All　right！”と答へながら，すぐ隣りの篇眞比較
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鏡室に自分を案内し，ちょうど其所に働いてみる‘●Mr・Tombough”に紹介
された．トムtr　l君とは，言ふまでもなく冥王星の獲見者である・冥王星と
共に，トムポ1看が現今のロ1エル天文夷の最大の誇1，であるのに異議はな
い．自分はトムボ！君の手を始めて握り，（星の獲見後，三年も経た今Hでは
あるが）L御成功御めでたう！「と御三ひを述べると，一見，粗野な容貌をし
た此の青年天文家は，いかにも純朴な態度で挨拶に答へながら，『御覧に入れ
まぜう』と，as　b呑み込みながら，今まで比較鏡に乗せてあった大型の三三
原板を外して，右側の棚の中から更に一枚の原板を取り出し，比四鏡にかけ，
i＿一D．r’　ぐ　　　目じるしのあるあたりに微かな下縁　　　　　　　　　　　　　　｝　／／t???????????????????????
・1エ’レ天博識長室の窮民より
の一一つを調整して，『どうぞ此れを御
覧下さい』と自分をさしまねaく．自
分は直ぐ比較鏡の中を覗き込みなが
ら，『之れは何回ですか？』を聞くと，
「Plutoです．1930年の1月23日の原
板です』との答へである．ト君の全
く∫鰻造作な中にも，いかにもアメリ
カ青年らしいアツサりこだはらない
態度が嬉しかった．此の歴史的な宇
宙的なdocumentを，何の誇り氣も
なく人に見せて，共に恒ぶ様子が甚
だrl然である．・一一それから二つ三
つ，小遊星などの髪：Sitt．．を見せられた
後，豪長は自分を屋外に連れ出し，本館から五六十メlbル離れた小槻測窒
内のhwre1㍑1川well　telescopeを見せられた．之れが，トムボ1霜に使用さ
れた，冥二E星を獲見させた望遠鏡である．11径は33糎（13吋），焦鮎距離は共
れの約5倍で，三枚．・1ミの廣角カメラで，Harvard大刀線長し．　bnwell博士（初
代の天文藁長Percival　IPsvell三十の弟）から此の天文甕へ1929年に寄贈され
た逸物である．
　　　　　　　　　　　　　　　（56）
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　そ肛から，一旦，本館へ蹄り，夷長のすSめにより，P君に連れられて1町
の或Restauran亡へ午餐に案内された後，再び天文壼へ戻り，こんどは1．am－
pland博士に紹介された．　Lanipland氏は次席の憂員で，有名な天艦寓丁丁で
あるが，十年前には，氏が族行中で，自分は會ひ得なかった人である．こん
ど幸ぴに氏に紹介されたが，氏は叉，前記の比較鏡室に自分を導いて，氏が
1923年以來研究を績けてるる所謂L攣光星霧「や，叉，M81中にある新星の
原板など興味深いものを見せられた．次ぎに，Lampland氏は屋外へ自分を案
内して，口径100糎（40吋）の大反射望遠鋳を見せられた・之れ・も十年前の
自分は，時間不足のため，見なかったものである・
　最後に，弓長は自分を口径60回目24吋）の大屈折機室に案内し，板星のス
ペクトル二三撮影装置や，叉，大遊星の爲眞装置などを設明された．此等の
ものは以前にも見せられたものであったが，勿論，細部には可なりの改良も
施されてみるから，興味深かった。
　　　　　　　　　　　　　　　（57）
　Lo“rell天文塵を隈なく見せて貰って，すっかり満足した自分は，15時‘1≧頃，
豪長に深く好意を謝しつs別れを告げ，叉々P君の車に途られて，停車場に
締り，15時47分獲の汽車に乗って西行した・
　相攣らす沙漠や二村の間を車は走りつしごける．流石はアリゾナの高原で，
日は暮れに迫っても，暑さは加はるばかり．夜傘頃，或るJullctiOI1騨に15分
ばかり停車したので，涼をとるため車から下りてplatfc）rmを散歩して見たが，
氣澱は車中よりも寧ろ暑いのには驚いた！　地岡を見ると，此所は最早やア
リゾナ州とカリフオニや州と（1）境募しに近く，所言胃lmperial　Vallayも遠くなV・
所なので，暑さが甚だしいのは止むを得ないのだろう．
　　　　　　　　　　　　　　　（38）
　翌19日未明，眠られぬ車中で，ウトウトとまどろんだかと思ふと，ふと眼
がさめて俄かに心地よい涼氣を畳えたので，窓外を見ると，未だ室には星の
光が淺ってみる朝の霧の中から，カリフオニヤの果樹園の景色が現はれた・
氣温もスツカリ降って，誠にすがすがしv・．San　Barnardino，　Riversideなど，
昔なじみの此のあたりの朝：景色を，夢の如き記憶と共にたどりつ、走るうち，
316 一陣放行記（山本一清） 天界　158
早くも大】レ）sAngeles市の地域に汽車は入り込んで，6時30分にSanta　F6線
の停車揚に着いた．瞬では小葉竹，鵜浦其の他の人々に迎えられ，取りあへ
すMiyako　Hotelのパ1ラ1に入る・
　朝食後，Hotelの内外
を，落ち付いた氣持ち
で見てまはる．ロスア
ンゲレスの日本街も，
外観と内容と，共に此
の十年間に，著しく攣
ったものだ．晋しは可
なり田舎じみてるXc”Jt
所らあたbも，今は殆
んど湿ての家屋が改築　　　　　　　　　　　　　ホテルより・スアンゲレス市日本人街を見る
されたらしく，これならば白人街と比べて殆んど見劣りがしないやうに思ふ．
一品葉竹氏等と久しぶりで話す．自分は今は念行にアメリカの大都市殆ん
ど全部を見まはって，力州まで來たわけであるが，日本を出る時から多少の
不安を持って期待してみた現下の鍔際欺勢に源因する不愉快な思ぴを，少し
も経験せすに來たので，L何だかアメリカを見誤ってみるのではないか！～iとさ
へ氣味悪く思ってみたのであるが，今ロスアンゲレスまで來て，小葉竹氏等か
ら聞かされた貴いsuggestio11により，自分の槻察が大に誤ってみたわけでは
なく，實はアメリカ自身が今年の春以來著しく攣化回向しつSあるのだとい
ふ事が認められた，意外ではあるが，アメリカのアメリカらしい殿を，今夏
感ずる．
　　　　　　　　　　　　　　　（59）
　七月19日午肖ll中はホテルで休養．正午は合同教會の徳牧師の午餐に招かれ，
共の後，同帥の車に逸られ・て，なつかしいパサデナ市のMt．　Wil叙m天文寮研
究所を訪ねる．背，きれいであったバ市の中心部あたりが，爾ほ更に美しく
なって，眼を驚かす．N．1．ake街を北行し，　Sta．　Barl｝ara街の研究所あたりは
思ひ出多い揚所であるが，此の邊は滑り攣ってみない．研究所で，直ちに姦
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長W．S・Adams博士を訪ね，ヴンク1ブやシカゴ以來の心中の事など話し
た後，マデソンのJ．StebbinS博士が目下此の研究所に來てるるといふので，
連れられて久しぶりで面會．此の博士も一昔前に比べて，流石に老境に入っ
たらしい風釆に見えるが，いつも自分の顔を見ると，1922年の末，ボストン
行の途中，ミシガン中央線の列車の中で六呂面した時の事を言はれる．あの
?
???
??．?
一摩鐵擁1、
　　　　　　糊塗工科靴型（人は長田氏）
究所では，ジヨィ氏にも會ぴ，叉，憂長アダムス氏には，明日再訪の節，ア
ングソン氏とへ1ル氏とに倉びたい希望を言ひ酸して，研究所を出た．徳師
は先きに蹄られたので，自分は此のパサデナの住宅街の木蔭涼しいあたりを
暫く散歩し，Bowen　CourtのSt・John氏宅を訪ね、たが，隣り人は」一寸外
出されたらしい「と言はれて，不在．止むなくダウンタウンの盛況を一一rrし
た後，S．　P・電車でロスアンゲレスの宿へ躍る．
　　　　　　　　　　　　　　　（40）
　19日18時，ロ市東’一一一lkjの三光撰で自分のために撒三山が開かれ，有志者20
人ばかりに御目にかsつた．此の席へ，わざわざBrawleyから來られた長田
政二氏が見えたので，思ぴがけない大喜び！　來集者一同にも此の有名なア
ストロノマを紹介し，談笑に長い時間を費した．長田氏は叉，わが天文心張
の歴史や現状を一同に語られ，多くの入富者を勧誘せられた．
　此の夕，20時頃ら欝市日本人基教聯盟の主催で，メソヂスト晶晶堂に於ひ
てDevotional　Meetin9あり，自分は招かれて簡軍な感話をし，所りの後，21時
過ぎ，途られてホテルに蹄つた．（つy“〈）
時の印象がよほど深か
ったものと見える．博
士は此頃ヰルソン山で
やってみる宇宙室間の
光線吸牧に序する観測
結果など話された．自
分は思ひ出すまNに，
關酉町院の菊地教授の
ことなども話した．
　ヰルソン山天文籔研
